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薬事情報センターからのお知らせ 
 

○薬と健康の週間における事業の実施について 
 

 本年度も１０月１７日から２３日までの１週間にわたり「薬と健康の週間」が実

施されます。今年度、山梨県・山梨県薬と健康の週間実行委員会で各種イベントの

実施を予定しています。 

 

 ①山梨県薬事衛生大会 

  日  時：令和８年１０月１７日（土） 午後２時～午後３時 

  会  場：ベルクラシック甲府 

  内  容：各種表彰 

 

 ②健康を守るくすり展 

  日  時：令和８年１０月１７日（土） 午前１０時～午後３時 

  会  場：甲府駅北口ペデストリアンデッキ 

  イベント内容：お薬相談、健康測定コーナー、キッズ体験コーナー 

  しらゆり幼稚園によるキンダー鼓隊の演奏、薬物乱用防止作品の展示等を予定し

ております 
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○患者からの医薬品副作用報告に関する広報の周知について 

 
 独立行政法人医薬品医療機器総合機構（以下「ＰＭＤＡ」という。）では、患者から

の医薬品副作用報告を受付ています。 

 医薬品による副作用が疑われる症例についての情報を、患者又はその家族から直接

収集し、医薬品の安全対策に活用するために、本報告について広く患者、国民の皆様

に認知していただく必要があることから、ＰＭＤＡにおいて広報資料が作成され、周

知が行われています。 
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○独立行政法人医薬品医療機器総合機構が実施する健康被害救済制度に

関する集中広報について 
 
 独立行政法人医薬品医療機器総合機構では、健康被害救済制度について医薬品の副

作用等で健康被害に遭われた方々が適正かつ迅速に救済給付を受けるため、毎年１０

月から１２月までの約３か月間を「健康被害救済制度集中広報期間」として、国民及

び医療関係者における制度の認知度・理解度の一層の向上を目的とした広報活動が展

開されます。 
 
集中広報の実施内容（予定） 
・ＰＭＤＡでは、健康被害救済制度のリーフレット、制度解説小冊子、ポスター、そ

の他広報資料を無料で配布しており、ＰＭＤＡホームページからもダウンロードする

ことができます。 
（https://www.pmda.go.jp/relief-services/adr-sufferers/0063.html） 
 
以下の取組も実施しています。 
・大手インターネットメディアを活用した制度

の紹介動画やＷＥＢ広告配信 
・病院や薬局のビジョンを使用した動画放映 
・医療関係の専門誌や学会誌への広告掲載 
・全国でのテレビＣＭの放映等 
 
また、医薬品医療機器総合機構では、医療関係

者の皆様に救済制度への理解を深めていただ

き、制度を必要とする患者さんと制度との橋渡

し役となっていただけるよう、医療機関や自治

体等に職員を講師として派遣し、救済制度に関

する講演（出前講座）が行われています。 
さらに、出前講座の内容をオンラインで受講で

きるｅラーニングも開設されています。 
 
 
 
 
 
 
制度の概要（https://www.pmda.go.jp/relief-services/adr-sufferers/0001.html） 

出前講座（https://www.pmda.go.jp/relief-services/adr-sufferers/0051.html） 

ｅラーニング（https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/general06.html） 
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○定期購読から 
 
薬事情報センターで定期購読している雑誌の目次を一部掲載したものです。 
貸し出し、ＦＡＸ、コピー等はできませんので、事務局にて閲覧をお願いします。 
               月刊薬事 2026 Vol.68No.12 
               【特集】老いを“病”にしない！ 
                高齢者の困りごとへの薬学的アプローチ 
                ・加齢によって何が変わる？ 
                ・困りごとから薬学的ケアへ 
                ・病態別編 
                 ・血圧が下がらない？―高齢者高血圧の薬物療法の考え方 
                 ・高齢者の血糖コントロールがうまくいかない？ 
                 ・吸入薬が使用しにくい？ 
                 ・便秘が治らない？etc 
               ◇精神科のおくすり事情 
                ・物忘れが増え、身の回りのことに無頓着になり始めた高齢

男性 
 
 
               調剤と情報 2026 Vol.32No.11 
               【特集】薬局が地域の未来のためにできること 
                プレコンセプションケア妊活・妊娠前からの健康管理 
                ・「妊活を始める前から」薬局にできること 
                ・プレコンセプションとは？ 
                ・妊娠前の「やめる薬・見直す薬」 
                ・要避妊薬服用患者への対応 
                ・薬局における“避妊”との関わり 
                ・処方箋から気づく妊孕性低下のサイン 
                ・妊活前に「始めるもの」―葉酸・感染症栄養管理の実践整

理 etc 
               【今月の話題】 
                ・「薬局におけるハイリスク薬の薬学的管理指導に関する業務ガ

イドライン（第 2.1 版）」について 
 
               薬局 2026 Vol.77No.10 
               【特集】現場で差がつく「医薬品情報」の活かし方 
                ・なぜ医薬品情報の活かし方が「差」を生むのか 
                ・ケースで見る医薬品情報を活かした臨床意思決定 
                 ・処方監査で「禁忌／相互作用」をどう読み解くか 
                 ・腎・肝機能低下患者の投与設計をどう判断するか 
                 ・特殊病態（妊娠・授乳婦など）の患者さんからの相談に

どう答えるか 
                 ・副作用疑い事例で因果関係をどう評価するか 
                 ・重大安全性情報・添付文書改訂にどう対応するか 
                 ・新薬・新規採用薬をどう比較・評価し、薬事委員会を乗

り切るか 
                 ・がん化学療法のレジメンをどう比較・評価するか 
                 ・先発品から後発品・バイオシミラーへの切り替えをどう

説明するか etc 
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○製薬企業からの医薬品の安全使用（取り違え等）に関するお願い 
 
 以下の医薬品の安全使用（取り違え事例等）につきましては、医薬品医療機器総合

機構ホームページにて公開されています。 
 
独立行政法人医薬品医療機器総合機構ホームページ＞安全対策業務＞情報提供業務

＞医療安全情報＞製薬企業からのお知らせ 
（http://www.pmda.go.jp/safety/info-services/medical-safety-info/0178.html） 
 
 
「ロイコン」と「ロイコボリン」の販売名類似による取り違え注意のお願い 

大原薬品工業株式会社 
ファイザー株式会社 

 
 大原薬品工業株式会社のロイコン錠（一般名：アデニン）とファイザー株式会社の

ロイコボリン錠（一般名：ホリナートカルシウム）におきまして、処方オーダリング

システム使用時の薬剤名検索において３文字入力（ロイコ
・ ・ ・

ン、ロイコ
・ ・ ・

ボリン）した場

合に、相互に誤って選択してしまう事例が報告されています。 
 公益財団法人日本医療機能評価機構による収集事業においては、２０２０年７月末

時点でロイコンと ロイコボリンの取り違えによる医療事故事例が１例、また、ヒヤ

リ・ハット事例が６例報告されております。 
事例１ 
出典１) 

メソトレキセートの副作用防止のためロイコボリン錠を処方したつもり

で、オーダリングシステムの処方画面に「ロイコ」と入力し、誤ってロ

イコン錠を処方し、１回内服させた。 
事例２ 
出典２) 

ロイコン錠を処方目的としていたが、処方入力ミスによりロイコボリン

錠で入力してしまった。 薬局側では、患者より薬を変更すると聞いてお

りメソトレキセートも服用中で添付文書上問題なかったのでロイコボリ

ン錠を調剤・投薬した。 
出典１)日本医療機能評価機構（医療事故情報収集等事業）医療事故情報事例 

ID:A448E89A18B457FBB より改変  

出典２)日本医療機能評価機構（薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業）薬局ヒヤリ・ハット

事例 ID:000000275008 より改変 

 
 つきましては、大原薬品工業株式会社及びファイザー株式会社では、ロイコンとロ

イコボリンは適応症が異なる薬剤であることをご周知いただくと共に、これら薬剤を

処方する際には、処方誤りを防ぐために販売名、薬効、用法・用量等をご確認、及び

処方時に薬剤オーダリングシステム等をご使用の場合は先頭４文字入力による検索

を行っていただきますようお願い申し上げます。 
 また、処方時だけでなく、調剤・監査・交付時等においても、患者様の病状や処方

内容に関する聞き取りを適切に行う、処方内容に疑問点がある時は確認するなどの予

防策の実施について、ご検討いただくようお願い申し上げます。 
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○薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業について 

 
 医療安全対策委員会では、標記事業の参加登録の推進を行っております。共有すべ

き事例２０２６年Ｎｏ.７が公開されています。 

日本医療機能評価機構ホームページからご覧いただけます。 

（http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/） 
 参加登録及び事例報告をお願いいたします。 

 

共有すべき事例 ２０２６年Ｎｏ.７ 
事例１ 一般用医薬品等に関する事例【不適切な販売の回避（アレルギー歴）】 
事例 【事例の詳細】 

 患者は右目の腫れで眼科を受診した。レボフロキサシン点眼液とフルオロメ

トロン点眼液が処方された。受診時に眼科医から要指導医薬品であるサンヨー

ドの併用を推奨されたため、患者は当薬局で購入を希望した。当薬局を初めて

利用する患者であったため、初回質問票の記載を依頼したところ、アレルギー

欄に「ヨード造影剤」と記載があった。サンヨードは成分にヨードを含むため、

ヨード造影剤アレルギーの患者には使用できず、販売できない旨を患者に伝え

た。 

【背景・要因】 

 眼科医は患者のアレルギー歴を把握していなかった可能性がある。 

【薬局から報告された改善策】 

 ヨード造影剤に対するアレルギー歴のある患者は、サンヨードが使用できな

いことを薬局内で共有した。 

その他の情報 サンヨード（要指導医薬品）の添付文書 （一部抜粋） 

使用上の注意 

 してはいけないこと（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こり

やすくなる） 

 次の人は使用しないでください。 

本剤または本剤の成分によりアレルギー症状を起こしたことがある人 

効能・効果 

 目の殺菌・消毒 

成分・分量 

成分 分量（１ｍｌ中） 

ヨウ素 ２ｍｇ 

ポリビニルアルコール（部分けん化物） ８０ｍｇ 

（2026年6月2日現在） 

事例のポイン

ト 

・サンヨードは殺菌消毒用点眼薬で、成分であるヨウ素は、各種のウイルス、

細菌、真菌などの微生物に対して殺菌・消毒効果を発揮する。 

・ヨウ素が含まれる薬剤・食品に対するアレルギー歴のある患者は、ヨウ素を

含有するサンヨードの点眼によりアレルギー症状を起こす可能性がある。 

 ・薬剤師は、サンヨードを販売する際には、適正使用のためのチェックシート

などを活用してアレルギー歴や現在の症状などを確認したうえで、医薬品の

販売の可否を判断する必要がある。 

 ・本事例は、医師からサンヨードの使用を勧められていたものの、薬局での確

認によりヨード造影剤に対するアレルギー歴が判明し、販売回避につながっ

た好事例である。 

・要指導医薬品や一般用医薬品の販売においては、医療機関からの推奨や患者

の購入希望があった場合であっても、薬剤師が独立した立場で適否を判断す

ることが重要である。 
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事例２ 一般用医薬品等に関する事例【不適切な販売の回避（患者の生活状況）】 
事例 【事例の詳細】 

 ４０歳代の男性が来局し、第１類医薬品であるロキソニンＳプレミアムの購

入を希望した。薬剤師が眠気に関する注意喚起を行ったところ、職業がドライ

バーで、運転前に頭痛を軽減する目的で服用する予定であることがわかった。

ロキソニンＳプレミアムは、眠気を催す成分であるアリルイソプロピルアセチ

ル尿素を含有しているため、服用して運転することは適切ではないことを説明

し、催眠鎮静成分を含有しないロキソニンＳを紹介し、販売した。 

【背景・要因】 

 ロキソニンＳプレミアムの外箱は「つらい頭痛に」との記載が目立つデザイ

ンとなっているため、仕事で運転をする人でも頭痛を主訴として購入を希望す

ることがある。 

【薬局から報告された改善策】 

 眠気を引き起こす可能性がある一般用医薬品を販売する際には、服用により

眠気が現れる可能性があること、服用後は乗物や機械類の運転操作を避けなけ

ればならないことを必ず伝える。 

その他の情報 ロキソニンＳプレミアム（第１類医薬品）の添付文書 ２０２４年１０月改

訂（一部抜粋） 

使用上の注意 

してはいけないこと 

３．服用後、乗物又は機械類の運転操作をしないで下さい。 

（眠気等があらわれることがあります） 

成分・分量 

本剤はごくうすい紅色のフィルムコーティング錠で、２錠中に次の成分を含

有しています 

成分 分量 

ロキソプロフェンナトリウム水和物 ６８．１ｍｇ 

（無水物として６０ｍｇ） 

アリルイソプロピルアセチル尿素 ６０ｍｇ 

無水カフェイン ５０ｍｇ 

メタケイ酸アルミン酸マグネシウム １００ｍｇ 

ロキソニンＳプレミアムに関するＱ＆Ａ※（一部抜粋) 

Ｑ 飲み方・使い方 

 ロキソニンＳプレミアムを服用後、何時間経てば運転してもよいですか？ 

Ａ 

 ロキソニンSプレミアムには鎮静成分としてアリルイソプロピルアセチル尿

素が配合されておりますので、眠気等があらわれることがあります。そのた

め服用後、乗物または機械類の運転操作が禁止されています。個人差はあり

ますが、念のため、当日中の運転はしないでください。 

※第一三共ヘルスケア株式会社のホームページ（参照２０２６年６月２日） 

事例のポイン

ト 

・ロキソニンＳプレミアムには鎮静成分としてアリルイソプロピルアセチル尿

素が含まれているため、販売する際には、服用後に乗物や機械類の運転操作

ができないことについて指導・説明する必要がある。 

・鎮静成分を含有する一般用医薬品の解熱鎮痛剤には、イブＡ、セデス・ハイ、

ナロンエースＴなどの第２類医薬品もある。これらの製品についても、販売

時には、服用後に乗物や機械類の運転操作ができないことについて、しっか

りとした情報提供がなされることが望ましい。 

・一般用医薬品の使用者が乗物や機械類の運転操作を行うことを聴取した場

合、鎮静成分を含有しない医薬品を提案することが薬剤師や登録販売者には

求められる。 

・一般用医薬品は、同一のブランドでも成分構成の異なる複数の製品が存在す

るため、それぞれの製品の配合成分、効能効果や使用上の注意は、ブランド
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名から判断せず、外箱や添付文書などを確認する必要がある。 

 

 

 

○季節性インフルエンザワクチン及び新型コロナワクチンの供給につい

て 
 
 標記の件につきまして、日本薬剤師会を通じて厚生労働省より通知がありました。 
 
１．季節性インフルエンザワクチンの供給量について 
  ２０２６／２０２７シーズンの季節性インフルエンザワクチンの供給予定量は、

令和８年８月時点で約５，１９０万回本（インフルエンザＨＡワクチンの場合は

０．５ｍｌを１回分に換算、経鼻弱毒性生ワクチンの場合は０．２ｍｌを１回分

に換算）の見込み）で近年の使用量を超える供給量が見込まれています。 
  また、今年度は９月第５週の時点で約３，１４７万回本、１０月第４週の時点で

約５，１９０万回本が出荷可能と見込まれています。 
２．新型コロナワクチンの供給量について 
  ２０２６／２０２７シーズンの新型コロナワクチンの供給予定量は、令和８年８

月時点で約７０２万回分の見込みで昨年度の使用量を超える供給量が見込まれ

ています。 
  また、今年度は９月第５週の時点で約５８４万回分が出荷可能とみこまれており、

順次ワクチンが供給されるスケジュールとなっています。 
 

 

 

○日薬ニュース 
【第３２５号】 
 ・医薬品販売制度実態把握調査の結果を公表 

 ・厚労省セルメ税制の対象となる薬局製剤の一覧を公表 

 ・第５９回日薬学術大会（新潟大会）の「通常・当日参加登録」を受付中！ 

 ・２０２６年「薬剤師賠償責任保険」等の加入受付中 

 ・便利に活用！２つの日薬「公式アプリ」 

 
 

 



- 9 - 

 



- 10 - 



- 11 - 

 


